
神戸製鋼グループは、地球環境の保全が全ての生命体に共通する最も重要な課題であり、
より健全な地球環境を次世代に引き継ぐことが私たちの使命であると認識し、『環境経営基本
方針』を策定し、事業活動のあらゆる面で環境に配慮する環境経営の推進に努めています。

■第９回環境経営委員会の開催

2008年8月に第９回環境経営委員会が開催され、中期環境

経営計画の進捗状況や、地球温暖化対策、エコビジネスや廃棄物

削減の取り組みに関する報告などが行なわれました。また、

2009-2011年の次期中期環境経営計画についても議論が開

始されました。

環境経営委員会

■環境経営基本方針 ■「環境フェア in KOBE」に出展
グループ環境経営を推進していくため、現在、6つの実施

事項「あらゆる面で環境に配慮したものづくりの徹底」、「製

品・技術・サービスでの環境への貢献」、「環境関連情報の開

示」、「社会との共生・協調」、「全員参加による取り組みの展

開」、「リスク管理の徹底」について展開しています。

これらの活動については、環境・社会報告書や各種展示会

で紹介しております。2008年5月には、G8環境大臣会合に

連携して開催された「環境

フェア in KOBE」に出展し、

自動車軽量化に向けたハイ

テン鋼製シートやアルミ製

バンパーシステム、省エネ製

品等を紹介しました。

■灘浜サイエンススクエアが
「地球環境大賞」文部科学大臣賞を受賞
神戸製鋼の神鋼神戸発電所に隣接する地域交流施設の1つ、

「灘浜サイエンススクエア」（神戸市灘区灘浜東町）が、第17回

「地球環境大賞」の文部科学大臣賞を受賞しました。当施設が小

中学生への環境・エネルギー学

習に貢献していること、地域や社

会との環境コミュニケーション

構築に寄与していることなどが

高く評価されたものです。

神戸製鋼グループは、環境先進企業グループを目指して

1.環境に配慮した生産活動
2.製品・技術・サービスでの環境への貢献
3.社会との共生・協調
を実践することにより、社会的責任を果たすとともに、
企業価値を高める。

『グループ環境経営の実践による企業価値向上』

「環境フェア in KOBE」の出展状況

地球環境大賞授賞式
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社会貢献への取組み

ラグビーを通じての活動

特定非営利活動法人
「日本せきずい基金」への募金
2001年度より試合会場にて、特定非営利活動法人「日本せ

きずい基金」への募金活動を行なっています。2008年8月23

日には、2007-2008年度シーズンに集まった募金に、2008

年7月6日に開催いたしました「コベルコラグビーフェスティバル

2008」における収益金の一部を加えた寄付金を心身障害者

センターあいアイ館にて贈呈いたしました。

KOBELCOカップ2008
第4回全国高等学校合同チーム
ラグビーフットボール大会を開催
当社グループが特別協賛させていただき、2008年7月22日か

ら7月25日まで「第4回全国高等学校合同チームラグビーフット

ボール大会」が、長野県菅平高原で開催されました。（第1回～第3

回大会は北海道夕張市にて開催）

当社グループは、高校生選手

の育成・強化、競技人口の増加、

更にはラグビーファン層の拡大

を図るため、ラグビーの普及活動

を行なっています。

芸術文化面
当社は、このたび兵庫県が募集していた兵庫県立芸術文化セ

ンター「大ホール」の命名権を取得しました。これにより、２００８

年１０月から２０１１年３月までの２年半の間、命名した愛称「ＫＯ

ＢＥＬＣＯ大ホール」が、期間中に大ホールで開催される公演のポ

スター・チラシ類、あるいは館内の大ホールに関する案内板や会

報などに印刷・表記されます。

同センターは、県下随一の芸術文化施設で、専属オーケスト

ラによるコンサートやオペラなど質の高い舞台芸術を演出する

一方、県下の中学一年生全員を無料招待する「わくわくオーケ

ストラ教室」や、気軽にコンサートを楽しんでもらえるよう入場

料を５００円にした「ワンコイン・コンサート」などを定期的に開催

するなど、音楽文化の普及活動に積極的に取り組んでいます。

当社グループは、今回の命名権取得によって、豊かな県民生

活の醸成と青少年の健全な育成を下支えしていきたいと考えて

おります。

中国四川省大地震 被災地に対する支援について
平成20年5月12日に中国四川省でマグニチュード8.0の大

地震が発生しました。

コベルコ建機グループは、今回の被災地域の中心に位置する

唯一の建機メーカーであり、被災地である成都市で1994年以

降事業活動を展開しています。

地震発生直後に、被災地である成都市に、地元企業グループと

して当社とコベルコ建機グループは油圧ショベル2台とホイール

ローダ4台の合計6台、総額約400万元(約6,000万円)の寄贈、

100万元(約1,500万円)の義捐金といった支援を行ないました。

この支援につづき、コベルコ建機グループは、地域への社会貢

献の観点から、積極的な復興支援を行ないたいと成都市に打診し

たところ、特に甚大な被害を受けた学校の再建支援のご紹介と推

薦をいただき、今回の震災で倒壊した小学校のうち、四川省の彭

州(ペンゾウ)市内の小学校一校の建物(校舎、寮、食堂等)の再建、

および備品の購入など総額約800万元(約1億2千万円)の復興支

援を行なっております。

第4回全国高等学校合同チーム
ラグビーフットボール大会
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